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〈日 本 株〉

　11月の日本株は高市政権の経済政策が期待さ
れ、米政府機関の閉鎖解除に向けた進展や4‐9月
期の好決算企業、米エヌビディアの好決算も相場
を下支えた。一方、AIや半導体関連株のバブル
懸念や、高市首相の台湾を巡る発言に伴う中国政
府の対日制裁が利益確定売りを誘った。
　21.3兆円規模の経済対策が発表(11/21)され
たほか、高市政権はAI･半導体をはじめとする17
の戦略分野の成長戦略を来夏までにまとめるとし
た。設備投資減税の導入が企業の投資を促し、国
内経済のファンダメンタルズが一層強まり、日本
株の強気見通しに繋がると考える。
　当面は17の戦略分野に含まれる｢経済安全保障｣
に注目したい。経済･社会のインフラ強化や再構
築は国防の長期テーマとしても定着している。構
成銘柄は防衛産業をはじめエネルギー･電力や宇
宙、通信、サイバーセキュリティ、レアアース、
農業など多岐にわたり、関連銘柄が多いことも株
式相場を下支えよう。 (11/25 田部井)

ボックス相場の中で「経済安全保障」を構成する銘柄に注目

防衛やエネルギー･電力、通信関連

12月の展望

11月の銘柄・業種別騰落率（10/31-11/21）
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◇通期の経常利益計画に対する上期実績が55%超の業績伸長銘柄
（選択条件）
・25年度の経常利益計画(会社予想)が前期比10％以上の増益企業
・同中間期における経常利益進捗率が、通期計画に対して55%以上(季節偏重、特殊要因等は考慮せず）
　(四半期に25％ずつ進捗すると仮定し、進捗率に遅れがみられていない銘柄)
・株価が年間平均売買コストの200日移動平均よりも上に位置し、かい離率0.1％以上30.0％以下
・時価総額4000億円以上の東証プライム銘柄

(データは11月21日現在)

通期計画に対する進捗率が55%超の銘柄銘柄
スクリーニング
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特 集

　26.3期上期(4‐9月)と25.12期3Q累計(1-9
月)の決算が出揃った(図表1、2)。米関税影響な
どで業績が低調だった4-6月期に対し、7-9月期は
盛り返しとなった。
　プライム市場の26.3期上期は前年同期比で売上
高2％増、営業利益微増、経常利益9％増、当期利
益9％増。通期純利益の前期比3％減予想に対し、
増益で着地。SBG（9984）はじめAI関連銘柄の
多い情報通信、電気機器や、銀行、建設の増益が

　通期業績予想を修正した企業は、26.3期が685
社(当期利益上方修正334社、下方修正126社)、
25.12期が79社(当期利益上方修正39社、下方修
正20社)。
　複数回の修正を発表している企業も多く、
25.12期では、オークネット(3964)、日本電気
硝子(5214)が三度目の上方修正となった。
　26.3期は期初の予想が保守的であった影響もあ
り、期初時点から利益予想を倍以上に修正してい
る企業もみられる。主な企業を図表3にまとめた。

(大部)

目立った。
　25.12期3Q累計は前年同期比で売上高3％増、
営業利益2％減、経常利益5％減、当期利益7％減。
通期純利益前期比16％増の予想に対し、出遅れて
いる。大塚HD(4578)の増益、AGC(5201)
の黒字転換の一方、ルネサス(6723)、コカ・コー
ラBJ(2579)の赤字、ヤマハ発動機(7272)の減
益などが響いた。

直近決算集計

7-9月期業績が好調、26.3期上期は前年同期比増益

業績を上方修正した企業

オークネット
日本電気硝子
三井金属
シャープ
アルプスアルパイン
ＫＯＡ
ティラド
四国銀行 

情報通信
ガラス土石
非鉄金属
電気機器
電気機器
電気機器
輸送用機器
銀行

25.12
25.12
26.3
26.3
26.3
26.3
26.3
26.3

3964
5214
5706
6753
6770
6999
7236
8387

コード 銘柄 決算期 業種

（出所）QUICKより内藤証券作成。　シャープは継続企業。
※当期利益予想連続上方修正、売上高・営業利益・経常利益に下方修正の
ない銘柄。25.12期は3回連続上方修正、26.3期は2回連続上方修正、期初
からの修正率が100％超。

（出所）QUICKより内藤証券作成（11/21時点、対象1,108社） （出所）QUICKより内藤証券作成（11/21時点、対象202社）

（図表3）主な業績上方修正企業

（図表1）26.3期決算増減 （図表2）25.12期決算増減
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グロース銘柄の物色拡がらず
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12月の
スケジュール FOMC、日銀会合の金融政策が注目される


